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崎
岬
ノ
、
一

平
成
六
年
(
第
四
十
七
回
)
昭
和
町

成
人
式
が
、

一
月
十
五
日
、
午
前
九
時

三
十
分
よ
り
、
町
総
合
会
館
軽
運
動
室

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
昭
和

町
で
は
、
晴
れ
て
二
百
二
十
二
名
の

み
な

さ
ん
が
成
人
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
ス

l
ツ
に
身
を
固
め
た
男

性
や
、
色
あ
ざ
や
か
な
振
り
そ
で
姿
の

女
性
が
ぞ
く
ぞ
く
と
受
付
け
を
済
ま
し

会
場
に
入
り
、
「
ひ
さ
し
ぶ
り
」
「
元
気

1
!
」
「
今
何
し
て
る
の
」
と
久
方
ぶ

り
に
会
う
友
人
と

の
な
つ
か
し
さ
を
込

め
た
会
話
が
あ
ち
こ
ち
で
聞
か
れ
ま
し

手

μ
式
典
で
は
、
泉
町
長
の
式
辞
、
保
坂

砂
平
成
六
年
成
人
成

一
十
歳
の
門
出
を
祝

教
育
委
員
長
の
激
励
の
こ
と
ば
に
続
き

町
か
ら
新
成
人
代
表
の
佐
野
裕
司
さ
ん
、

加
々

美
理
恵
さ
ん
に
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
次
に
、
同
じ
く
新
成
人
を
代

表
し
て
保
坂
尚
樹
さ
ん
よ
り
力
強
い
誓

い
の
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。

記
念
撮
影
終
了
後
に
は
、

新
成
人
代

表
で
構
成
さ
れ
た

『
二
十
歳
の
会
』
主

催
に
よ
る
茶
話
会
が
聞
か
れ
、
心
あ
た

た
ま
る
な
ご
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

二
十

一
世
紀
の
昭
和
町
を
担
う
新
成

人
の
み
な
さ
ん
の
今
後
の
ご
活
躍
を
心

か
ら
ご
期
待
い
た
し
ま
す
。

‘F

心
新
た
に
す
る
新
成
人
の
み
な
さ
ん

つ
乞

‘F

奮
い
の
-
-
と
ば
を
述
べ
る
保
坂
尚
樹
さ
ん

hv
記
念
品
を
受
取
る
佐
野
さ
ん
、
加
々
美
さ
ん
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開

昭
和
田
満
節
也
初
誠

新
春
を
い
ろ
ど
る
恒
例
の
昭
和
町
消

防
出
初
式
が
、
快
晴
に
恵
ま
れ
た

一
月

九
日
(
日
)
午
前
九
時
よ
り
、

押
原
中
学

校
校
庭
に
お
い
て
、
町
消
防
団
員
・
役
場

消
防
隊
を
は
じ
め
関
係
者
お
よ
そ
二
百

名
が
出
席
し
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

石
原
消
防
団
長
の
あ
い
さ
つ
や
泉

町
長
の

「
消
防
意
識
の
高
揚
に

一
層

の
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
た
い

」
と
い
う

訓
示
に
続
き
、
消
防
団
員
に
よ
る
訓
練

礼
式
や
ポ
ン
プ
操
法
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

き
び
き
び
し
た
動
き
で
訓
練
を
展
開
し
、

今
年
の
消
防
活
動
に
対
す
る
決
意
と
災

害
ゼ
ロ
へ
の
願
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
も
押
原
中
学
校
プ
ラ
ス

hv
厳
粛
に
挙
行
さ
れ
た
出
初
式

ハ
ン
ド
部
の
皆
さ
ん
が
行
進
曲
な
ど
を

演
奏
し
、
式
典
に
華
を
添
え
て
く
れ
ま

し
た
。

な
お
、
式
典
の
席
上
、
消
防
活
動
に

功
労
の
あ

っ
た
次
の
方
々
に
、
表
彰
状

や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

(
敬
称
略

・
順
不
同
)

V
山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰
(
退
職
消

防
団
長
感
謝
状
)

角
野
幹
男

V
山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰
(
乙
種
功
労
章
)

今
福
輝
夫

星
野

経

隆

田

中

仁

渡
辺
税

V
山
梨
県
消
防
協
会
甲
府
地
区
支
部
長
表
彰

山
中

一

三

谷

友

男

志

村
武
夫

V
峡
中
地
方
振
興
事
務
所
長
表
彰

野
沢
幸
仁

V
南
甲
府
警
察
署
並
び
に
県
防
犯
協
会

南
甲
府
支
部
長
表
彰

長

田

茂

杉

原

喜

彦

佐

々

木
義
彦

飯
島
健
次
回
中
邦
彦

V
昭
和
町
長
表
彰

輿
石
正

初
万

明

好

今

村

力

向

山

晃

保

坂

正

造

V
同
年
勤
続
表
彰

野
中
敏

美

深

川
謹

一

v
m年
勤
続
表
彰

野
沢
幸
仁
窪
田
正
樹

V
昭
和
町
消
防
団
長
表
彰

今
福
輝
夫

戸
ノ弘、

居

和
彦 企きびきびした動作のポンプ操法訓練風景

有
賀
正
幸
志
村
由
幸

古
屋
宏
昭
山
口
茂
和

V
5
年
勤
続
表
彰

志

村

由

幸

戸

倉

和

彦

古

屋

宏

昭

中
沢
腎
二

今
沢
幸
広
向
山
利
仁

根
岸
英
人

山
田

宏

角

野

英

吉

高

野

悦

郎

五

味

政

彦

河

野

浩

次

石
川
恒

男

望

月

照

志

塚

原

異

V
消
防
斤
長
官
退
職
消
防
団
員
報
償

角
野
幹
男

V
山
梨
県
退
職
消
防
団
員
報
償

高
野
龍
二

V
火
災
早
期
発
見
者
表
彰

三
井
清

三
井
笑
美
子

企県消防協会長表彰を受ける前団長角野幹男氏

県
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
少
中
学
校
の
部

押
原
(
二
年
の
部
で
)
優
勝
グ

第
十
三
回
山
梨
県
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
(
中
学
校
の
部
)
学
年
別
大

会
の
一
、

二
年
生
の
準
決
勝
・
決
勝

が
、
昨
年
十

一
月
二
十
日
、

韮
崎
西

中
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し

た。

二
年
生
の
部
門
で
、
押
原
が
準
決

勝
で

U
ス
ポ
ー
ツ
に
快
勝
し
、
決
勝
戦

で
は
、
韮
崎
西
に
延
長
戦
の
末
、
気
迫

と
技
で
勝
利
を
お
さ
め
、
熱
い
戦
い
に

終
止
符
を
打
ち
ま
し
た
。

押
原
の
有
泉
監
督
は

「
み
ん
な
、
よ

く
や

っ
た
。
お
め
で
と
う
。
こ
の
試
合

の
結
果
を
糧
と
し
て
、
県
中
学
校
総
合

体
育
大
会
へ
向
け
て
ま
す
ま
す
頑
張

っ

て
も
泊
わ
い
た
い
U

と
選
手
の
皆
さ
ん
を

激
励
し
ま
し
た
。
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確
定
申
告
は
お
早
め
に

今
月
の
十
六
日
か
ら
所
得
税
の
確
定
申
告
(
住
民
税
の
申
告
)
が
始
ま
り
ま
す
。
商
売
や
事

業
を
営
ん
で
い
る
み
な
さ
ん
・
・
・
農
家
の
み
な
さ
ん
・
・
・
申
告
の
準
備
は
も
う
お
済
み
で
す
か
?

ま
だ
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
や
、
年
末
調
整
、
が
済
ん
で
い
る

方
で
も
申
告
を
す
る
と
税
金
、
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

申
告
期
限
は
三
月
十
五
日
側
で
す
、
か
、
毎
年
期
限
間
近
巳
な
り
ま
す
と
役
場
や
税
務
署
は
大

変
混
雑
し
ま
す
。
な
る
べ
く
早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
る
よ
う
巳
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
、
か
、
期
限
内
に
申
告
や
納
税
を
し
な
か
っ
た
り
、
間

違
つ
だ
申
告
を
し
た
り
す
る
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や
延
滞

税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

2月16日

3月15日，同..... 

細目踊踊田嶋

申
告
に

持
参
す
る
も
の

マ
役
場
税
務
課
、
税
務
署
か
ら
送
ら

れ
た
申
告
用
紙

マ
収
入
・

支
出
が
わ
か
る
書
類

マ
控
除
を
受
け
る
保
険
料
・
医
療
費

な
ど
の
領
収
書

マ
印
鑑

マ
譲
渡
所
得
の
場
合
は
、
売
買
契
約

書
な
ど

マ
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
る
人
は
契

約
書
、
登
記
騰
本
、
金
融
機
関
か

ら
の
証
明
書
な
ど

マ
昨
年
の
申
告
書
・
内
訳
書
の
控
え

.
・
・
・
・
・
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

-・・・・・・・・・・・圃圃圃・・圃圃圃

確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

叫
巧昆∞句

マ
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が

あ
る
場
合

-

一
年
間
の
所
得
金
額
の
合
計
額

が
、
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超

え
る
人

マ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合

-
給
与
の
年
収
が

一
千
五
百
万
円

を
超
え
る
人

-
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
の
合
計
が
二
十
万
円
を
超

え
る
人

-
給
与
を
ニ
ヵ
所
以
上
か
ら
も
ら

っ
て
い
る
人
な
ど

-圃・・・・・・圃圃・・・・・・・・・・・・・

健
定
申
告
を
す
る
と

所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
場
合

マ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で

一
年
間
の
給
与

収
入
が

一
千
五
百
万
円
以
下
の
人

は
、
通
常
、
年
末
調
整
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
か
ら
、
確
定
申
告
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告

を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得

税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

-
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ

l
ン
な
ど
で

取
得
し
た
場
合

-
多
額
の
医
療
費
を
支
払

っ
た
場

合
・
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合

-
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職

し
て
い
な
い
場
合

-
給
与
所
得
者
の
特
定
支
出
控
除

の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
場
合

※
ご
注
意
く
だ
さ
い

-
勤
務
先
か
ら
交
付
さ
れ
た
源

泉
徴
収
票
の
添
付
を
忘
れ
ず

・
控
除
の
種
類
に
応
じ
て
、
領

収
書
や
証
明
書
な
ど
が
必
要

で
す
。

-
還
付
申
告
を
す
る
時
は
、
給

与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
が
二
十
万
円
以
下
で
あ

っ
て
も
、
そ
れ
を
含
め
て
計

算
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

④ 広報しようわ平成6.2.1

※
確
定
申
告
を
し
な
い
人
、
給
与
所
得

者
で
勤
務
先
か
ら
町
に
給
与
支
払
報
告

書
が
送
ら
れ
て
い
な
い
人
は
、
住
民
税

の
申
告
が
必
要
で
す
。
収
入
の
あ
る
な

し
に
か
か
わ
ら
す
必
ず
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

V
必
要
書
類
な
ど
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
役
場
税
務
課
(
包
七
五
|
二

一
一
一
内
線

m-m)
ま
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。



確定申告 Q&A

Q.申告と相談は

A.所得税の申告と相談は、税務署のほか

各市町村役場でも行っております。

お気軽におでかけください。

Q.白色申告の人は 11 Q.間違いのない

A.事業所得、不動産所得のある 11 申告をするだめ!こは
万は収支内訳書の提出が必要です。IIA青色申告をすると間違いのな

い申告ができます。ぜひご利用

ください。

-・・・--圃・圃圃・ー- -
A.年間収入ガ100万円までの万は税金も

Q.パートの人は かからず配偶者控除や扶養控除も受け

られます。

J¥ートや内職 夫の所得力ら 自分自身に

の収入 配偶者控除ガ 所得税ガ 住民税ガ

99万円以下 受けられる かからない かからない
99万円超 受けられる かからない かかる
100万円以下
100万円超 受けられない かかる かかる

(注〉住民税は平成6年度分

平成5年分

申告受付相談日程

役場税務課で行う確定申告、町・県民税の

申告受付相談は、土曜・日曜を除く下記日程

の通りです。できるだけ該当日をご利用くだ

さい。申告は正しくお早めに/

地区及び該当者 受付時間 時間 会場

西条一区 2月16日(水)

西条二区 2月18自治)

昭
清 水 新 居

2月21日(月) 午前 和
西条新田 町
押 越 9時

2月25日後) 役
河東中島 場

紙漉阿原 一

築 地 新 居
2月28日(月) 階

午後 戸ホ
飯 喰

河 西
3月48後) 4時

Jレ
上河東 3月7日(月)

33 月月11 日目働帽)上河東ニ区

その他 3月1145日側

※来庁の際は、最初に税務課窓口で受付をし

てください。また、役場、税務署から送付さ

れた申告書、昨年の確定申告書及び収支内訳

書を必ずご持参ください。

Q.財産をもらった人は
Q.申告書の提出は

郵送でも大丈夫?

Q.消費税の

確定申告期限は

A.申告書を提出
A.贈与税の申告は2月4日(火)から

3月15日(火)までです。

昨年1年間に個人からもらつだ財

産の合計額が60万円を超える人は

贈与税の申告と納税が必要です。

されるだ、けの方は 二三とベ~i~

郵送でも結構です0:1雫選裂
1.，' ......:1101 

A.個人事業者の万の

消費税の確定申告は、

3月31日(本)までです。

正しい申告と納税を

お忘れのないように/

Q.税金はどのように使われるの?

A.園や県、市町村などは、私だちが豊かで安定し芝生活をし

ていくだめ、 警察や消防などの公共サービスや道路 ・公園などの公

共施設を整備するなどいろいろな仕事をしています。ま芝、社会保

障の充実や教育の充実にも力を入れています。税金は、このような

幅広い公共活動を行うだめ使われているのです。この美しい郷土、

山梨を支える税について考えてみだいものですね/

⑤広報しようわ平成6.2.1

Q.ニセ税理士つてなんですか

A.税理士でない人は税務書類の作成や相

談等をすることは出来ません。「税理士の

二セモノ...J(こは気をつけて /



重
度
の
障
害
に
も
め
げ
ず
活
躍
し
て
い
る
自
立
更
生
模
範
者

…

前

田

恒

夫

氏

…

E

1

1

1

1

幽

前
田
さ
ん
は
、
先
天
性
の
両
下
肢
機
能
障
害
及
び
発
育
不
全
の
一

間

た
め
、
足
の
骨
が
弱
く
子
ど
も
の
頃
は
何
回
も
骨
折
を
繰
り
返
す
一

一一

状
態
で
し
た
が
、
昭
和
三
十
八
年
身
体
障
害
者
更
生
指
導
所
を
卒
…

h
p

蹴

業
し
て
、
甲
府
市
内
の
水
品
工
場
に
五
年
間
弟
子
入
り
後
独
立
し
、
一

問
機

購

箇

園

前

田

カ
ッ
ト
工
一房
を
創
立
、
宝
石
研
磨
を
研
究
し
装
身
具
や
根
付
…

‘3幅
コ

¥
屯
圃

圃

け

な

ど
で
数
々
の
特
許
を
と
り
、
昭
和
五
十
七
年
に
は

一
級
宝
石

…

，
向

日

十

一一ド一

圃

・

研

磨

士

に

合

格
し
、
以
後
ジ
ュ
エ
リ

l
マ
ス
タ
ー
に
合
格
、
無
線
…

f
j
I
d
弘
r
h掴
掴
免
許
取
得
、

ま
た
、
数
々
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞
す
る
な
ど
、
そ
+

a
S鶴
橋

閣

議

の

仕

事

に

対

す
る
姿
勢
は
実
に
意
欲
的
で
、
ま
さ
に
自
立
更
生
の
…

出

模
範
者
に
ふ
さ
わ
し
い
活
躍
ぶ
り
で
す
。
現
在
、
松
葉
杖
並
び
に

一

'

E

一

車
椅
子
の
生
活
で
奥
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
…

一一札幽

こ
ん
な
、
水
年
の
努
力
が
認
め
ら
れ
、
過
日
の
県
心
身
障
害
者
活
動
一

砂
前
田
恒
夫
氏
(
西
条
ニ
区
)
推
進
大
会
の
席
上
、
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
…
砂
清
水
隆
子
氏
(
河
西
)

日
掴
4
3

一関
回
同
闘
闘
附
岡
国
自

…
保
母
と
し
て
三
十
一

…一
割

一
砂
河
西
啓
子
氏
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V
新
海

進
氏
(
押
越
)
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章
一
支
心
室
皇
居
D
呆
護
者
と
し
て
、
水
平
京
奇
こ
怒
り

ー
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B
E
E
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J面白
E
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E
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4EJJJ回
二
寸
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唱
芳

一司
E

，ι・43-J
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ノ

2

清

水

隆

子

氏

郎

清
水
さ
ん
は
昭
和
五
十
二
年
十
二
月
生
後
四
ヶ
月
の
訂

長
女
が
原
因
不
明
の
発
作
と
け
い
れ
ん
に
襲
わ
れ
入
院
治
療
必

を
受
け
て
以
来
、
現
在
ま
で
十
六
年
間
、
脳
原
性
運
動
機
能
し

障
害
の
長
女
の
看
病
と
療
育
に
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。
報

入
退
院
の
繰
り
返
し
と
、
一
ヶ
月
に
一
回
の
大
発
作
と
発
広

熱
な
ど
不
眠
不
休
の
看
病
、
お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
よ

る
療
育
訓
練
、
ま
た
、
同
じ
悩
み
を
も
っ
母
親
の
会
の
組
織

化
な
ど
筆
舌
に
尽
く
せ
な
い
努
力
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

平
成
四
年
度
に
は
、
県
心
身
障
害
者
相
談
員
と
な
り
相
談

活
動
に
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
永
年
の
努
力
に

対
し
て
過
日
の
県
心
身
障
害
者
福
祉
推
進
大
会
の
席
上
、
知

事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

重
度
心
身
障
害
児
の
保
護
者
と
し
て
永
年
療
育
に
努
力

新

海

進

氏

新
海
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
二
年
五
月
、
長
女
が
脳

性
小
児
麻
庫
に
よ
る
体
幹
機
能
障
害
の
身
で
誕
生
し

て
以
来
、
十
六
年
間
看
病
と
療
育
に
尽
く
し
て
き
ま

し
た
。
子
ど
も
は
口
か
ら
食
べ
る
力
が
な
く
、
鼻
か

ら
管
で
ミ
ル
ク
を
与
え
る
な
ど
育
児
に
苦
労
し
ま
し

た
。
月
に
何
度
か
発
熱
、
け
い
れ
ん
を
繰
り
返
し
て

の
幼
児
期
で
し
た
。
同
じ
悩
み
を
も
っ
親
の
会
の
組

織
化
に
も
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
永
年

の
努
力
に
対
し
て
、
過
日
の
県
心
身
障
害
者
福
祉
推

進
大
会
の
席
上
、
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

一
年
保
育
に
献
身
的
に
尽
力

常
永
保
育
園
保
母
河
西
啓
子
氏

河
西
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
六
年
西
条
保
育
園
保

母
と
し
て
就
職
、
昭
和
三
十
七
年
常
永
保
育
園
保

母
と
な
り
、
以
来
三
十
二
年
間
乳
幼
児
の
健
全
な

保
育
に
献
身
的
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
三
年
度
・
四
年
度
郡
保
母
会
副
会

長
、
現
在
、
郡
保
母
会
長
並
び
に
県
保
母
会
副
会

長
・
県
給
食
部
会
長
を
歴
任
す
る
な
ど
、
保
育
の

増
進
並
び
に
保
母
の
地
位
向
上
な
ど
の
面
で
も
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
永
年
の
活
動
の

実
績
が
認
め
ら
れ
、
過
日
の
全
国
社
会
福
祉
大
会

の
席
上
、
全
社
協
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。



保
母
と
し
て
三
十
年
問
保
育
に
献
身
的
に
尽
力

常

永

保

育

園

保

田

手

塚

初

枝

氏

子
塚
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
八
年
常
永
保
育
園
に

保
母
と
し
て
就
職
、
以
来
、
三
十
年
間
乳
幼
児
の

健
全
な
保
育
に
献
身
的
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
中
巨
摩
郡
保
育
連
合
会
研
究
委
員
と
し

て
、
保
育
技
術
の
増
進
や
乳
幼
児
の
保
健
問
題
等

に
も
積
極
的
に
関
わ
り
保
育
の
向
上
に
努
力
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
永
年
の
活
動
の
実
績
が
認
め
ら
れ
、

過
日
の
全
国
社
会
福
祉
大
会
の
席
上
、
全
社
協
会

長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

‘F

手
塚
初
枝
氏

昭和町立図書館|

図書貸出数 162，251点

全国の同規模の町村立図書館で

/ 

平成4年度の全国公共図書館の統計が平成5年

10月末日lこ集約され、遂に昭和町立図書館の貸出

図書資料数が全国第4位になりましだ。これは人

口15.000人未満の町村立図書館が全国で362館あ

りますが、その中で第オ位ということです。平成

3年度Ict137.306点で第2位でしたが、平成4年度

は162.251点で24.945点貸出し数が伸びましだ。

これからも多くの方々のご利用をお願いします.グ

1.貸出冊数

順位|町村名(県 名)

話品酎(山梨県)

周東町(山口県)

イマ ズ チョウ

今津 町(滋賀県)

ク ガチョウ

玖珂町(山口県)

?ン オ・ツ プチヲウ

訓子府町(北海道)

斜里町(北海道)

ミズ チョウ

清水町(北海道)

五偲荘町(滋賀県)

イチ パ チ ウ

市場町(徳島県)

嘗麻町(奈良県)

全国公共図書館統計 1qq2年度
人口 1万5000千人未満の町村立図書館

l昭和町立図書館l人口一人当り貸出冊数

12.6冊162千冊

ノ図書館まつり
9.0冊

10.4冊

135千冊

134千冊

2 

3 

2月20日(日曜日)

昭和町立図書館

大とき

大ところ

11. 9冊

14.2冊

124千冊

100千冊

4 

5 

催し物

午前の部(午前10時~正午)

ベープサート「だ、るまちゃんとてんぐちゃん」

影絵劇「モチモチの木」

6.5冊

8.6冊

8.7冊

6.6冊

96千冊

95千冊

87千冊

83千冊

6 

7 

8 

9 

てひ図
るか書
より舘
//ちの
l やマ
l んス

i ¥ もコ
/ ¥ まツ

つト

午後の部(午後q時30分--3時30分)

O図書館利用優秀地区表彰式

O講演大村和夫氏(県文化財保護指導員)

「くらしの中の年中行事」

// 

r/s¥1こ残る本展J

利用者がすすめる本

約100冊展示

展示会

5.4冊

⑦広報しようわ平成6.2.1

80千冊10 



ヤ
人
生
事
件
フ
一
ミ
ナ
!
万
巾
八
「
C

3
似
し
注
『
ヅ

t
=
コノ

L
5
g
-言ロ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
視
察
し
て

保

坂

政

代

が
本
音
で
す
。
高

い
税
金
を
払

っ
て
い

る
の
で
経
済
的
に
は
苦
労
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ひ
と
り
ぼ

っ
ち
で
淋
し
い
老
人

が
多
勢

い
ま
し
た
。
老
人
ホ

l
ム
も
地

域
ご
と
に
あ
り
、

医
療
体
制
も
充
実
し
て

い
ま
す
が
日
本
の
老
人
は
家
族
と
共
に
過

ご
せ
て
幸
せ
だ
と
し
み
じ
み
思
い
ま
し
た
。

家
族
の
温
か
さ
が
老
人
に
と
っ
て
は
何
よ

り
も
増
し
て
大
事
な
事
だ
と
思
い
ま
す
。

男
女
平
等
と
い
う
面
で
は
世
界
で

最
も
確
立
さ
れ
て
い
る
国
で
す
が
、

ま
だ
格
差
が
あ
り
、
給
料
は
女
性
が

低
く
解
雇
も
女
性
。
立
前
は
平
等
で

す
が
ま
だ
ま
だ
女
性
に
負
担
が
多
い

の
が
現
状
で
す
。

E

C
加
盟
後

ω年

住
め
ば
年
金
が
も
ら
え
、
国
籍
が
な
く

て
も
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
る
事
が
日
本

と
は
大
き
な
違

い
で
し
た
。
共
働
き
に

つ
い
て
は
、
女
性
の
四
分
の

三
以
上
は

職
業
を
持

っ
て
お
り
、
税
金
が
高
い
の

で
共
働
き
を
し
な
い
と
生
活
が
苦
し
い

の
が
現
実
で
、
テ
レ
ビ
は
午
後
二
時
か
ら

放
映
さ
れ
、
専
業
主
婦
は
友
達
も
い
な

い
で
淋
し
く
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
男
性

は
仕
事
が
終
る
と
家
に
帰
り
奥
さ
ん
を

助
け
、

子
供
の
面
倒
を
見
た
り
家
族
と

共
に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
高
税
金
は

い
ず
こ
も
同
じ
と
実
感
し
ま
し
た
。

結
婚
・
離
婚
に
つ
い
て
は
、
結
婚
の

形
態
が
日
本
と
違
い
入
籍
に
こ
だ
わ
ら

な
い
気
楽
な
結
婚
感
が
う
か
が
え
ま
し

イ
ギ
リ
ス
を
あ
と

に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

に
入
国
し
て
、
首
都
で
あ
る
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム

の
日
本
人
の
方
々
と

の
交
流
会

に
参
加
し
ま
し
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

社
会
保
障
の
現
状
は
、
国
家
に
よ
る
各

種
の
保
障
が
多
す
ぎ
る
た
め
、
財
政
事

情
が
悪
化
の
状
況
に
あ
り
、
今
は
個
人

の
貯
蓄
を
奨
励
し
て
健
全
財
政
に
努
め

て
い
ま
す
。
税
に
関
し
て
は
こ
の
国
も
悩

ん
で
い
る
姿
を
感
じ
ま
し
た
。
老
人
福

祉
で
は
、
老
人
だ
け
の
隔
離
に
か
げ
り

が
見
え
始
め
て
家
庭
に
帰
れ
と
い
う
の

hv
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
:
・
記
念
撮
影

e 
(
清
水
新
居
区
)

hv
ド
ナ
ウ
川
を
パ

ッ
ク
に
:
:

た
が
、
離
婚
率
は
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
を

超
え
深
刻
な
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

お
互
い
に
納
得
し
て
離
婚
す
る
人
が
多

く
、
調
停
の
段
階
で
終
り
ま
す
。
離
婚

女
性
で
母
子
家
庭
は
国
よ
り
優
遇
処
置

が
受
け
ら
れ
る
の
で
生
活
は
楽
な
の
で

す
。
気
の
合
わ
な
い
人
と
暮
す
よ
り
は
、

の
考
え
が
恨
底
に
あ
り
、
日
本
人
と
の

考
え
方
の
差
を
感
じ
ま
し
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
教
育
面
で
は
義
務

教
育
が
九
年
、
義
務
教
育
期
間
中
、

学

費
、
給
食
費
、
交
通
費
、
教
材
費
は
無

料
。
十
六
才
未
満
の
子
供
に
は
児
童
子

当
支
給
、
高
校
は
入
試
は
あ
り
ま
せ

ん
。
家
庭
の
収
入
に
応
じ
て
教
育
援
助

金
が
出
ま
す
が
制
服
が
な
い
の
で
衣
服

に
は
お
金
が
か
か
り
日
本
が
羨
ま
し
い

と
い
わ
れ
ま
し
た
。
大
学
進
学
率
は
六

十
パ
ー
セ
ン
ト
。
中
学
生
・
高
校
生
は
受

験
勉
強
が
な
い
の
で
ス
ト
レ
ス
が
た
ま

ら
ず
、
各
自
の
能
力
に
応
じ
て
好
き
な

方
向
に
進
め
る
の
で
学
校
が
楽
し
く
て

登
校
拒
否
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
の

高
校
は
知
育
偏
重
型
に
あ
り
ま
す
が
、

マ
マ
さ
ん
パ
レ
i
ボ
i
ル
リ
ー
グ
戦
結
果

⑫

A
3
3
2
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町
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
部
主
催
、
第
十
七

団
地
区
対
抗
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
戦
が
昨
年
十

一
月
十
日
か
ら
二

十
九
日
ま
で
町
民
体
育
館
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

A
リ
ー
グ
の
優
勝
は

丘
戦
全
勝
の
西
条

一
区
チ
ー
ム
、

B
リ

ー
グ
の
優
勝
は
四
戦
全
勝
の
築
地
新
居

チ
ー
ム
で
し
た
。
す
べ
て

の
チ
ー
ム

の

皆
さ
ん
が
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
な
が

ら
、
す
ば
ら
し
い
ゲ
ー
ム
を
展
開
し
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
、
た
い
へ
ん
お
岐
れ

こ
の
国
は
個
性
を
重
ん
じ
情
操
教
育
に

力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会

へ
の
適
応
を
は
か
る
た
め
職
業
教
育

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
を
あ
と
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
入
り
、

ウ
ィ
ー
ン
か
ら

パ
ス
で
3
時
間
、
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
の
生
家
が
あ
る
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ

に
向
い
ま
し
た
。
郊
外
は
牧
場
風
景
が

限
り
な
く
続
き
、
進
か
彼
方
に
は
、
建

て
方
の
同
じ
家
並
が
続
い
て
、
景
観
が

す
ば
ら
し
い
と
実
感
し
ま
し
た
。
伝
統

の
あ
る
重
々
し
い
感
じ
の
す
る
町
に
、

客
を
乗
せ
た
馬
車
が
通
っ
て
い
ま
す
。

至
る
所
に
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
き
、

道
も
歩
き
や
す
い
よ
う
に
滑
ら
か
な
石

だ
た
み
が
随
所
に
見
ら
れ
ま
し
た
。
自

転
車
等
は
ど
こ
に
も
置
い
て
あ
り
ま
せ

ん
。
自
動
車
の
騒
音
も
感
じ
ら
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
洗
濯
物
も
干
し
て
な
い
の

が
不
思
議
で
し
た
。
建
物
は
白
壁
で
皆

⑧ 

さ
ま
で
し
た
。

な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

広報しようわ平成6.2.1
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同
じ
造
り
で
、

一
片付
ご
と
窓
辺
に
は
色

彩
も
艶
や
か
に
花
が
咲
き
、
自
然
と
人

間
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
何
と
も
い
え
ず

良
い
感
じ
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
お

年
寄
り
は
派
手
な
服
装
を
し
て
ゆ
っ
た

り
と
過
ご
し
て
い
ま
す
。
自
然
が
豊
か

で
環
境
が
よ
い
た
め
芸
術
家
、

音
楽
家
、

作
曲
家
を
生
ん
だ
そ
の
風
土
に
思
わ
ず

感
動
し
ま
し
た
。
，
以
上
視
察
の

一
端
を

表
わ
し
ま
し
た
が
、
訪
問
国
に
共
通
し

て
い
え
る
こ
と
は
、
自
然
と
社
会
の
調

和
が
と
れ
た
雰
囲
気
の
中
で
、
人
々
が

生
き
生
き
と
生
活
し
て
い
る
姿
が
印
象

的
で
し
た
。

こ
の
成
果
を
も
と
に
私
た

ち
郷
土
の
良
さ
も
再
認
織
し
な
が
ら
、

地
域
の
発
展
の
た
め
に
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

終
り
に
視
察
研
修
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
、
多
く
の
皆
様
の
御
支
援
と
御

協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。



パート

寸
婦
人
の
海
外
派
遣
」
紀
行

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
)γ

を
視
察
し
て

ニュージ
i
ラ
ン
ト
)

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
面
積
は
二
十

七
万
平
方
キ
ロ
、
人
口
三
百
四
十
万
人
、

日
本
か
ら
北
海
道
を
除
い
た
位
の
国
で

ツ
ツ
ジ

モ
ク

レ

ン

シ

ャ

ク

ナ

偽
る
。
郎
問
、
木
蓮
、
八
重
桜
や
石
楠

花
の
色
鮮
や
か
さ
に
春
の
再
来
と
ば
か

り
心
が
弾
み
ま
し
た
。
オ
ー
グ
ラ
ン
ド

か
ら
ロ
ト
ル
ア
ま
で
三
百
五
十
キ
ロ
を

パ
ス
で
移
動
す
る
時
、
歩
い
て
い
る
人

h
F
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
市
長
や
女
性
議
員
と
・.• 

e 

山
本
登
茂
代

(
西
条
二
区
〉

を
目
に
し
な
か
っ
た
こ
と
も
不
思
議
で

し
た
。
人
口
が
少
な
い
と
い
う
の
は
、

こ
ん
な
も
の
な
の
か
・
:
?
と
思
い
ま
し

た。
ロ
ト
ル
ア
は
温
泉
地
で
日
本
人
に
は

違
和
感
な
く
住
め
る
場
所
と
い
わ
れ
、

全
人
口
の

一
割
を
し
め
て
い
ま
す
。

マ
オ
リ
族
の
「
先
祖
が
い
た
か
ら
現

在
が
あ
る
」
と
い
う
考
え
の
も
と
で
の

集
落
の
生
活
様
式
も
垣
間
み
ま
し
た
。

こ
の
ロ
ト
ル
ア
も
素
晴
し
い
公
閣
が
あ

り
、
何
種
類
も
の
花
が
形
よ
く
植
え
ら

れ
咲
い
て
い
ま
し
た
。

ワ
イ
ト
モ
鐘
乳
洞
の
土
蛍
の
美
し
い

無
数
の
光
は
私
の
脳
裏
に
今
も
し
っ
か

り
焼
付
い
て
い
ま
す
。

小
高
い
丘
が
多
い
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
の

街
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
商
接
の
上
選
び
出

さ
れ
た
人
々
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
格
調

高
い

「世
界
で
最
も
美
し
い
街
」
と
言

わ
れ
、
小
高
い
所
に
あ
る
家
に
は
自
家

用
リ
フ
ト
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ビ
ク
ト
リ
ア
の
名
前
が
付
い
た
大
学
、

山
、
公
園
等
が
多
い
の
も
特
徴
的
で
し

中

/」
。

最
後
に
訪
問
し
た
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ

ー
チ
の
福
祉
局
や
市
議
会
で
は
行
き
届

い
た
福
祉
面
で
の
話
し
を
聴
き
ま
し
た
。

六
十
才
を
過
ぎ
る
と
完
全
な
福
祉
行
政

に
よ
り
何
の
心
配
も
な
く
暮
ら
せ
る
た

め
に
、
こ
の
国
の
人
々
は
あ
く
せ
く
せ

ず
、
実
に
お
お
ら
か
に
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。土

地
の
広
さ
や
人
口
の
遠
い
と
い
う

だ
け
で
片
付
け
ら
れ
る
問
題
ば
か
り
な

の
で
し
ょ
う
か
。
人
と
人
と
の
係
わ
り

を
大
切
に
し
、
見
知
ら
ぬ
人
に
も
ほ
、

え
み
を
持
っ
こ
の
国
の
人
々
の
人
間
性

に
心
打
た
れ
る
も
の
を
感
じ
な
が
ら
、

全
て
の
研
修
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
た

伎
町
川
唱
、

A

d

一

h
F
風
の
街
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ム
山
頂
に
て

d

司
嵐
の
街
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
の
色
と
り
ど
り
の

花
が
咲
い
て
い
る
植
物
公
園

こ
と
に
満
足
し
て
い
ま
す
。

こ
の
充
実
感
が
や
が
て
自
分
の
心
の

糧
と
な
り
自
信
と
な
っ
て
物
事
に
対
応

出
来
る
の
だ
、
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
研
修
に
参
加
す
る
に

あ
た
り
町
長
様
初
め
県
、
町
教
育
委
員

会
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る

と
共
に
、
研
修
で
得
た
こ
と
は
今
後
地

域
の

一
人
で
も
多
く
の
皆
様
に
反
映
す

る
べ
く
義
務
を
持
っ
て
努
力
し
な
け
れ

ば
:
・
と
感
じ
て
い
ま
す
。

町
立
図
書
館
か
ら

今
月
の

お
す
す
め

図
書
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医|官事|メ|モ
女学童の肥満について

朝山光太郎

山梨医科大学講師

小児科

肥
満
児
が
全
国
的
規
模
で
増
加
し
て

い
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
り
、
未

だ
有
効
な
対
策
が
た
て
ら
れ
て
い
る
と

は
い
え
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
肥
満

は
太
る
体
質
の
人
に
し
か
起
こ
ら
な
い

が
、
肥
満
児
急
増
の
背
景
に
は
、
日
本

人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
が
関
係

し
て
い
る
。
日
本
人
の
食
生
活
の
欧
風

化
に
伴

っ
て
脂
肪
の
摂
取
量
が
増
加
し

て
お
り
、
特
に
肥
満
児
で
は
こ
の
傾
向

が
強
い
。
肥
満
の
治
療
法
は
食
事
療
法
、

行
動
療
法
、
運
動
療
法
に
大
別
さ
れ
、

ど
れ
も
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
が
、

医
学

的
恨
拠
に
乏
し
い
減
食
や
痩
身
法
が
成

人
肥
満
の
民
間
療
法
と
し
て
巷
で
横
行

し
て
い
る
。
極
端
な
難
行
苦
行
や
、
正

常
な
生
活
リ
ズ
ム
を
乱
す
よ
う
な
療
法

で
は
、

一
時
的
に
は
効
果
が
あ

っ
て
も、

必
ず
リ
バ
ウ
ン
ド
と

い
っ
て
も
と
の
肥

満
状
態
に
復
帰
し
、
健
康
増
進
の
た
め

に
は
、
明
ら
か
に
逆
効
果
と
な
る
。
小

児
に
無
埋
な
摂
取
カ
ロ
リ
ー
制
限
を
し

て
食
事
筆
を
細
か
く
決
め
て
も
、
良
い

結
果
は
得
ら
れ
な
い

。

肥
満
に
よ
る
健
康
障
害
と
心
埋
的
な

悪
影
響
が
表
面
化
す
る
の
は
、

小
学
校

高
学
年
か
ら
で
あ
り
、
就
学
時
頃
か
ら

肥
満
が
ひ
ど
く
な
る
児
が
圧
倒
的
に
多

い
の
で
、

小
学
生
の
う
ち
に
医
学
的
に

み
て
適
切
な
生
活
指
導
を
お
こ
な
え
ば
、

肥
満
を
予
防
で
き
る
。

肥
満
治
療
の
最

終
ゴ

i
ル
は
、
目
先
の
体
重
減
少
で
は

な
く
、
太
ら
な
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

佐
立
で
あ
る
。

肥
満
児
の
問
題
は
学
校

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
対
策
が
た
て
ら

れ
て
い
る
が
、
正
し
い
知
誠
が
充
分
に

現
場
に
浸
透
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

健
康
障
害
か
ら
み
た
肥
満
の
程
度
の
判

定
に
は
、

一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
身
長

と
体
重
の

バ
ラ
ン
ス
だ
け
で
な
く
、
体

型
の
分
析
が
重
要
で
あ
る
。
学
童
期
の

肥
満
児
は
原
則
と
し
て
体
重
を
現
時
点

よ
り
減
ら
す
必
要
は
な
い
が
、
肥
満
の

原
因
と
健
康
障
害
の
程
度
、
改
善
す
べ

き
問
題
点
な
ど
は
個
々
の
児
で
異
な
る

の
で
、
一
度
は
専
門
医
に
よ
る
個
別
的

健
康
相
談
が
必
要
で
あ
る
。
今
必
要
な

の
は
、
各
々
の
肥
満
児
に
合

っ
た
生
活

指
導
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
指
導
で
良

い
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
我
々
は
、

小
児
肥
満
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
普

及
さ
せ
る
た
め
に
、

専
門
外
来
を
用
意

し
て
診
療
に
努
め
て
い
る
。

企

画

財

団

法

人

里
仁
会
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(
秀
紀
)

-
ご
結
婚

地
区

河

西

末
長
く
お
幸
せ
に
・

氏
名

安
粛

和
弘

水
下
須
美
子

高

野

和

秀

渥
美
真
規
子

雨

宮

弘

樹

坂
本
真
由
美

網
倉

敏

野
田
と
き
わ

五
味

典
仁

千
野
里
律
子

飯

日食

自反

11食

前，

西

西
条
二
区

-
お
悔
み
血
守
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

地
区

氏

名

(
届
出
入
)

河

西

植

松

新

太

郎

(二
浦
美
似雄
)

上

河

東

木

内

之

不

(

忠

重
)

河

西

五
味
か
を
る
(
美
治
)

河

西

石

川

敏

子

(
暁
)



〈楽しいクッキング〉 盆霊安まあ、おいしそー.イノ盆霊訪
-作り方

Oえのき首は刃を入れ、あさっきは小口切り、玉子はさっくり
と溶く。

O一人用主鍋lこ泣く大匙2を入れ毘布を穀き、かつお節を振り入

れる。

O四つ切りの豆腐を平らに並べ酒を振りかけ、砂糖化学調味料

をすきまにこぼす様lこ入れ中火|こかける。

o 沸騰し豆腐に火ガ通った所で、首を平らに狐げて入れ正油をま

わしかけて蓋をし更に沸騰しだ所で玉子を全体lこ拡げ、あさ

っきを叡らし火を弱める。玉子が半熟になっ定所で火をJ..tめ

熱々を供する。

・材料 け人分)

豆腐(木綿、絹いづれでも司)

玉子

えのき貰 1 

又はしめじ j

g
m
m
 

叩

5

5

かつあJ3¥し
昆布

あさっき

小1T
Tケ

煮

旦

腐

栄養改善推進委員

松岡満 子さん(築地新居)

j

t

、

一

ニ鼠

O

L

一
お

た

き

一
度

し

下

室

一

寸

れ

了
一
す

使

整

と
一
で

を

に

つ一

品

油

昧

よ
一
一

正
の

丸一

ーな

。
塩

庭

予
-
一
軽

い

減

家

十

一

手

さ

は

御

一

一

く

下

油

々

「
L
凄

し

正

各

適宜

-調昧料

正油大匙1""' 1泌 化学調味料少々砂糖小匙4酒大匙2

文仁二コ
数 具

え庖
日 和
の紙
鳥 コ
の |

糞 ナ
拭 l

屋年
敷惜
神 し

む

、，
」ー

つ
ほ
う
俳
句

物
干
せ
ば
ネ
の

風
鈴
鳴
る

こ
と
よ

大
き
碑
の
影
の
暗
が
り
え
、
樗

鮭
切
る
も
嫁
に
ま
か
せ
て
老
い
に
け
り

こ
ろ
柿
を
蔵
、
つ

に

一
つ
食
べ
に

け
り

大
観
の
絵

に
も
ま
み
え
て
ネ
回
答
る

憎
に
茶
を
入
れ

て
も
ら
い
て
山
眠
る

極
月

の一議
会
傍
聴
せ
ん
ど
き
し

大
年
の
陽
ぽ

て
つ
墓
を
洗

い
け
り

短
日
を
か
ら
く
り
時
計
鳴
り
に
け
り

霜
の
道
忘
に
行
な
れ
ば
紅
う
す
く

新
米
を
送
る
に

一
筆
走
ら
せ
て

霧
晴
れ
て
俗
名
戒
名
読
み
に
け
り

御
詠
歌
に
寒
気
凍
々
た
る
こ
と
よ

香
煙

の
た
な
び
く

こ
ど
よ
山
眠
る

百
歳
の
な
ほ
色
気
ど
よ
柄
シ
ョ
ー
ル

油
絵

の
裸
婦
て
ら
て
ら
と
冬
灯

旅
終
え
て
時
差
ぼ
け
遅
日

の
飛
行
場

大
掃
除
亙
女
も
姉
さ
ん
被
り
し
て

水
温
む
川
岸
の
芹
も
緑
色
に

寄
り
道
や
素
足
で
踏
ん
で
草
萌
ゆ
る

喪
の
家
の
道
ど
ざ
し
け
っ
ぷ
、
の
柔

山
ど
積
む
ネ
菜
し
ま
め
に
量
り
を
り

湖
に
粉
雪
舞
ふ
町
味
噌
を
買
ふ

ネ
耕
の

一
日
人

に
逢
わ
ざ
り
き

抱
き
あ
げ
て
鳴
ら
す
神
鈴
七
五
三

木
の
葉
髪
夫
逝
ぎ
三
十
年
生
き
し
径

内
藤
ふ
く
次

河
田

好
子

中
;尺

静
代

輿
石
さ
だ
代

高
野

高幾
部

-一=ロ午、

，A1
i

，A1
1
 

小
沢
百
合
子

;度

辺
長
田

そ
の
子

薬

袋

花
枝

塩
田

雨
宮

伊ー

藤
井
上
ま
さ
江

仁二コ

⑮ 

今
月
の
花
木

I~ギき守
護お←¥
初$

《
コ
チ
ョ
ウ
ラ

ン

(
胡
蝶
蘭
)》

花
言
葉

1
幸
福
が
と
ん
で
く
る

え 生 機で、機機騒難灘機懇機騒盤欝騒盤灘撞の い現
か祝 三 会す 麟輔麟翻機醜麟醸輔 コラし 長
らな本が O 麟警鐘轍機樹齢繍鑓韓輔 チンてい
もど立 多 特 輯轍糊額融翻麟櫨輔 ョのい茎
た 、ていに 騒騒幾畿鍾畿議難務遂議議護懸麟謹書 ウ花まが
いさのよ花 欝襲議鐘欝醸数議盤譲糠謬醸鐘盤覇盟 ラをす花
へ ま 鉢 う 嫁 麟麟蓬露畿藤毅鰯謬機懇鶴輯置 ン咲 O 全
んざ植での 藤撃議議謹醸議選議畿道議輩謹盤醤輔自置 はかそ体
重 まえすブ 露盤畿懇羅寵彊薗圃腫謹彊輔置車置 ひせのの
宝 なの o と て う シ
がお花ケ きい え ル
ら祝は と相の段が 美 見 たとまわる 華 エ
れい、 し当皆でーし 事 花り い し 目 の や ツ
てに新 てなさも万いと ぶ のうよ 立 でかト
い花 筆 用もん、円のいり花 言 う っ す な を
ま 言 祝 い のの世をでわはな葉 。花か 白 大
す 葉 や らだ人の超、れものがスとらくき

の お れそ 気 女す 一 るので ぴ タい 、大く
う 誕 るうは性値 本 程のす っ |えこき 表

久

枝
日青

夫
麻
子

ネL
孝

春
J工

ム
，S
l年のうちで一番寒さが厳しいと

いわれている 2月。道ゆく人はみん

な l享いコートを羽*~り、マフラーを

巻いて冬将軍の勢いに耐えています。

また、この冬将軍の勢いを利用して

スキーやスケート 等ウインタースポ

ーツにはげんでいる皆さんもいます。

どうか皆さん、この冬将軍に負け

ないように健康管理をきちんとして、

有意義に冬をのりきりましょう 。

またこの時期、温室での花の栽培

も人気のひとつだという ことを耳に

しました。

c)コ 。o 0 
1) 、

。/~・ β〈
.J (.  .~1 Kオ7ユーニー

⑪広報しようわ 平成6.2.1
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町
教
育
委
員
会
で
は
、
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
教
室
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
健
康

保
持
と
親
睦
の
た
め
に
も
、
友
人
を
誘

っ
て
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

0
日
時

二
月
十
四
日
、
十
七
日
、

二

十

一
日、

二
十
四
日

午
後
七
時
三
十
分
l
九
時
三
十
分

O
場
所
町
民
体
育
館

O
お
申
込
み
、
お
問
合
せ
は
、
町
教
育

委
員
会
(
岱
七
五
l

三
七
三
七
)
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

合
開
園
園
w

w
d『
d
k
pバ

レ
ー
鵡
1
砂
町
ω昌

か
た
+
当
、
〉

-
A
E
E則
自
主
=

こ
と
暗
-
Z
J
J
4
2
-
宮
口
企

4
g
z

「
ア
ル
フ

ァ
ベ
ッ
ト
の
読
み
書
き
く

ら
い

は
大
丈
夫
」
「
や
さ
し
い
単
語
な
ら

わ
か
る
け
ど
:
・
」
そ
ん
な
方
々
を
対
象

に
英
会
話
教
室
を
開
講
致
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
講
日

二
月
九
日
制
・
十
六
日
制
・

二

十
三
日
附
・
三
月
二
日
制
・
九

日
制
計
五
回

時

間

午

後

七

時

三
十
分

1
九
時

場

所

中

央

公

民

館

第
三
会
議
室

内

容

初

級

対

象

一
般
成
人
二
十
名

講
師
イ
ギ
リ
ス
出
身
押
原
中
A
E
T

ジ
ョ
ン
・
ハ

i
卜
先
生

申
込
み

二
月

一
日

ωか
ら
受
付
ま
す
。

(先
着
順
)

詳
し
く
は
教
育
委
員
会
(
岱
七
五

三

七
三
七
)

へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

ε霊3・
平成6年度県政モニター

県では、県民のみなさんの自由で清新なご意見を県政

に反映させるため、県政モニターを募集します。

砂応募資格 県内にお住まいの20歳以上の方。

ただし次の方は応募できません。

①地方公共団体などの議員

②常勤の国家公務員及ぴ地方公務員

③過去に県政モニターの経験のある方

砂募集人員 130人(応募者の中から選考させていただき

ます。)

砂募集期間 1月 4日(火)から 2月10日(木)まで

砂任期 1年

砂応募方法 官製はがきに、郵便番号・住所・氏名(ふ

りがな)・生年月日・年齢・性別・職業(具体的に)

電話番号を明記し、峡中地方振興事務所(干400 甲

府市丸の内 1- 6 - 1 ft37-1912)へお送りくださ

砂詳しくは 峡中地方振興事務所または県広聴広報課

(ft35-7259) まで。

冬
か
ら
春
先
に
か
け
て
は
、
空
気
が

乾
燥
し
、
強
い
風
が
吹
き
ま
す
。
ま
た
、

暖
房
器
具
な
ど
で
火
を
使
う
機
会
が
多

い
こ
と
か
ら
、

一
年
中
で
最
も
火
災
が

多
い
時
期
で
す
。

ひ
と
り
ひ
と
り
が
注
意
し
て
、
火
災

を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

甲
府
地
区
消
防
本
部

E ZT72コ
「気をつけて」

朝の一言 忘れずに

=== 12月分

件数 |負傷 |死者 |

特Zf|33人 I 0入

管?ず 1(+6 )I(:!: 0) 

j)内は、前月比
西条・押原駐在所調べ)

町
教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
四
月
に

新
し
く
町
内
の
小
・
中
学
校
へ
入
学
さ

れ
る
予
定
者
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ
、

就
学
通
知
書
を
発
送
し
ま
し
た
。
通
知

書
の
右
側
に
請
書
が
あ
り
ま
す
の
で
、

通
知
書
を
受
け
と

っ
た
方
は
請
書
を
教

育
委
員
会
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
だ
受
け
と

っ
て
い
な
い
方
は
、
町
教

育
委
員
会
(
怨
七
五
!
三
七
三
七
)
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

平
成
六
年
度

小
・
中
学
校

入
学
予
定
者
の

保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ

町
文
化
協
会
書
道
部
で
は
、
新
た
に

部
員
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。
年
齢
や

男
女
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
初
め
て

の
方
で
も
早
く
上
達
で
き
ま
す
。

一
緒
に
楽
し
く
書
道
を
し
て
み
ま
し

ト
品
、
つ
ノ
。

0
日
時

筆
を
な
ら
ヮ
て

み
ま
也
ん
か
/

毎
月
第

一、

第
三
水
曜
日

午
後
七
時
三
十
分

l
九
時

O
場
所
中
央
公
民
館
(
第
三
会
議
室

。
講
師
若
尾
敏
夫
氏

O
詳
し
く
は
、
町
教
育
委
員
会
(
宮
七

五
1

三
七
三
七
)
ま
で
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

県
立
中
央
高
校
か
ら

通
信
制
高
校
入
学
生
募
集

自
宅
学
習
と
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
高
校

を
卒
業
で
き
る
の
が
通
信
制
高
校
で
す
。

勉
強
す
る
内
容
は
、

全
日
制
・

定
時
制

と
全
く
同
じ
で
す
。
卒
業
を
目
的
に
入

学
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
特

定
の
科
目
だ
け
勉
強
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

口
募
集
期
間

三
月

一
日
l
四
月
十
三

日

入

学
式
四
月
十
七
日
(
日
)

口
出

願

場

所

県

立
中
央
高
校
通
信
制

甲
府
市
飯
田
(
岱
二
六

四

四

一一

)

口
出
願
資
格

・
中
学
校
を
卒
業
し
た
人

中
学
校
を
卒
業
し
た
人
と
同
等
以
上

の
学
力
が
あ
る
と
学
校
長
が
認
め
た
人

-
春
の
火
災
予
防
運
動

簡
潔
の
輸

つ
な
げ
〈
広
げ
〈

怨
く
す
決
事

畝|
青倫

" _.. 
" 祝
マ竺
、ノ ヰ今

己知
朗哉
書i 1 

I 

国保ミ二だより
町が医療機関などに支払った

11月介の医療費は、約3，431万8千
円です。(前年同月比13.9%の増)

病気の予防は、早

v め よい 持主宇期待 11

n!?!のみ2五三ふ2L
t:;，せ現み、医療費を大切

.ー にイ吏いましょう o

塾
に
予
備
校
、
小
遣
い
値
上
げ
・
:
何

か
と
か
さ
む
子
供
へ
の
出
費
。
し
か
し

子
供
の
将
来
を
考
え
る
と
仕
方
が
な
い

か
:
・
。
そ
ん
な
教
育
パ
パ
マ
マ
に
朗
報

で
す
。
平
成
五
年
分
以
降
の
所
得
税
に

つ
い
て
は
、
特
定
扶
養
親
族
(
十
六
歳

以
上
二
十
三
歳
末
満
の
扶
養
親
族
)
の

控
除
額
が
五
十
万
円
(
改
正
前
四
十
五

万
円
)
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
改
正
に
よ
り
軽
減
さ
れ
る
税
額
は
最

高
二
万
五
千
円
に
な
る
方
も
。

浮
い
た
お
金
の
行
先
も
教
育
パ
パ
マ

マ
の
こ
と
で
す
か
ら
、
や
は
り
子
供
の

教
育
費
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

広報 平成6.2.1 ⑫



だよ
歪合
ロジ検科外持ラ整児手し査

::.;:、=(，1'1 

ロジ康健児手し

2月23日(水)

午後T時~守時30分

総合会館

平成 5年10月 1日.，.....11月30日までの出生児。

母子子帳

実施日

受付時間

場所

該当児

持ち物

受 付時間

平成5年10月出生児 午後オ 時~オ時30分

11ヨ
ノし当

告で1:
日久実施日

2月8臼
(火)

午後?時30分""'2時平成5年ア月出生児

歳 6か月児健康診査

実施日

受付時間

場 所

該当児

2月24日(木)

午後オ時~オ時30分

総合会館

平成 4年 6月 1日~平成 4年 7月31日までの出生

児、 及ぴ前回未受診児。

母子手11I長・1歳 6か月児健診質問票

受 付 i時 間

午後?時""'1時30分

11ヨ
jし

平成5年7月出生児

山
コ

き1;
口五ス

2月9日
(水)

実施日

午後オ 時30分""'2時平成5年4月出生児

持ち物
総合会館

母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタオル

場所

持ち物
雪合
ロジ模科陸l児歳2 

2月10日(木)

午後オ時~オ時30分

総合会館

平成3年10月1日~平成4年l月31日までの出生児。

母子手帳 ・歯についての質問票 ・毎日使っている

コップと歯ブラシ。

実施日

受付時間

場所

該当児

持ち物

国子手帳受付及び一般健康相談

日 2月ア日(月)・16日(水). 25日(金)

午前9時~刊時30分

場所総合会館

※母子手11I長の交付を希望される方は、印鑑をお持ちくださし、。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行い、健康についての相談にお応えしてい

ますので、お気軽にお出かけくださし、。

時

査
::.;:、
=-"1 
ロジ康健児歳5

 2月17日(木)

午後4時""'1時30分

総合会館

昭和63年11月 1日~平成元年 1月31日までの出生

児、 及び前回未受診児。

母子手帳・ 5歳児健診質問票 ・尿検査セ ット

健康福祉課保健指導係企75-2111まで

実施日

受付時間

場所

該当児

持ち物

詳しくは

飼えなくなつだ犬猫収集日
日 2月4日 ・18日(金)

午前10時50分""'10時55分
場所総合会館前

※収集車がくる ま では飼主もいっし ょ にいてくださ~) 0 また、

猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れて ヒモでしっか

り封を してくださ~) 0 

時

皮
の
ジ
ャ
ン

パ
ー
や
皮
の

コ

ー
ト
、
皮
の
ジ

ャ
ケ

ッ
ト
な
ど

j雪機01
の
皮
革
の
衣
料

品
は
、
家
庭
で

の
子
入
れ
が
木

綿
や
化
繊
の
衣

類
に
比
べ
て
や

っ
か
い
で
す
。

皮
の
弱
点
は
、
熱
と
水
で
す
。

五
十
度
を
超
え
る
熱
に
当
た
る

と
、
硬
く
な

っ
た
り
、
縮
ん
だ

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水

気
に
も
弱
く
、
湿
気
を
も
っ
と

表
面
に
カ
ビ
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
皮
革
衣

料
品
が
耐
に
当
た

っ

た
ら
す
ぐ
に
ふ
さ
取

る
よ
う
に
し
て
く
だ

支
」
い
。

汚
れ
や
染
み
も
、

カ
ビ

の
発
生
原
因
に

な
り
ま
す
。
外
出
先

か
ら
帰

つ
で
き
た
ら
、

時
間
を
お
か
ず
に
皮

を
ブ
ラ

ッ
シ
ン
グ
す

る
か、

柔
ら
か
い
布

で
ふ
く
よ
う
に
し
ま

し
よ
う
。
え
り
ゃ
そ

で
口
は

汚
れ
や
す
い

の
で
、
丁
寧
に
ふ

い
て
く
だ
さ
い
。
眼
鏡
の

レ
ン

ズ
ふ
き
用
の
布
を
使
う
と
効
果

的
で
す
。

少
し
く
ら
い
の
汚
れ
で
し
た

ら、

ま
ず
固
く
絞

っ
た
濡
れ
タ

オ
ル
で
、
そ
の
後
、
乾
い
た
タ

オ
ル
で
よ
く
ふ
い
て
く
だ
さ
い
。

ひ
ど
い
汚
れ
を
落
と
す
に
は
、

水

一
リ

ッ
ト
ル
に
液
体
中
性
洗

剤
小
さ
じ
半
分
を
溶
か
し
、
水

溶
液
に
浸
し
た
タ
オ
ル
を
固
く

絞
り
、
少
し
ず

つ
T
寧
に
ふ
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
固
く
絞

っ
た

濡
れ
タ
オ
ル
で
、
そ
の
後
を
乾

い
た
タ
オ
ル
で
よ
く
ふ
き
ま
す
。

皮
革
専
用
の
ク
リ
ー
ナ
ー
で

も
汚
れ
を
落
と
せ
ま
す
が
、
色

落
ち
の
危
険
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

皮
革

に
合
う
か
ど
う
か
を
必
ず

試
し
て
か
ら
使
用
し
ま
し

ょ
う
。

皮
革
衣
料
品
の
保

管
で
す
が
、
型
崩
れ

を
し
な
い
よ
う
に
し
、

湿
気
を
含
ま
せ
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。

ハ
ン
ガ
ー
に
か
け
、

布
カ
バ

ー
を
し
て
、

防
虫
剤
と
乾
燥
剤
を

入
れ
て
、
洋
服
ダ
ン

ス
に
か
け
て
お
き
ま

l
レ
ト
品、
つJ

。

皮革衣料昂の手入れ

皮の弱点は熱と水

と
き
ど
き
タ
ン

ス

か
ら
出
し
て
陰
干
し

を
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
梅

雨
の
と
き
は
ジ
メ
ジ
メ
し
て

い

ま
す
。皮
革
衣
料
品
は
湿
気
に
弱

い
で
す
か
ら
、陰
干
し
だ
け
で
な

く
、表
面
を
乾
い
た
布
で
ふ
き
、

ブ
ラ

ッ
シ
ン
グ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑬ 広報しようわ平成6.2.1



平成 6年 (1994年) 2月のこよみ顕 FEBRUARY

日 Sunda 月 Monda メ〈 Tuesda 7}-..Wednesda 木 Thursda 土 Saturday 

冬の省エネワン・ポイント
T奇 2~ 3議 5百
成人病予防週間 節分 立春

初午

おふろの湯沸かしは、入浴直前にし、 ーーーーー ーーーー ーーーーーーーー ー ・ ・・ーー ーー 曲 曲 ・ ・・・・・・ー ーー ー ーー圃幽 ・・ー . 骨田ーーー『 - ・ ・ー ー ー ーー・--ーーーーー『・帽戸ーー ・・ ーー ーー ーーー ーーーー』ー ー ・ ーー ・・・ - -ーー ーーーー ーー・._.幽ーーーーー ー ー ー ーー ーーー ーーーーーー ー ー

沸いたら間隔をおかずに入浴しましよう。 手話講習会 行政相談(中央公民 手編教室 デコパージュ教室 役場開庁

おふろの2度炊きを1週間に2目減らす (総合会館) 館午後 1時一) (婦人講座) (婦人講座)

信もそ|仕主;事・心配ごと相談(総合

甑
だけで、原油に換算すると年間でT家族 会館午後 1時一)

当たり、約12リットル(ビール大瓶約19
リハビリ教室
(総合会館)

本)のエネルギーの節約になります。 健康体操教室
(婦人講座)

6露 17奇 |笹川 10露 11奇 12~ 
北方領土の日 旧元旦 画建国記念の日

総合会館温泉定休日 |図書館・温水プール |乳児健康診査

第12回昭和町生涯 |休館日 I (総合会館)

学習推進大会 |母子手帳交付及ぴ|手話講習会

一般健康相談 1 (総合会館)

(総合会館)

心配ごと相談(総合 I2歳児歯科検診 |総合会館温泉・図書 |役場開庁

会館午後 1時-) I (総合会館館・温水ブール休 i結婚相談 (総合会館

乳児健康診査 |手編教室(婦人講座)I館日 |午後l時~午後3時)

(総合会館 高生連スキー教室|子どもアニメ映画会

健康体操教室 I (富士見高原スキ I(町立図書館午後

(婦人講座一場 I2時一)

13強 14室 115百
聖バレンタインデー

16富 17奇 18~ 19議
雨水

図書館・温水プール 手話講習会 行E対目言炎(中央公民館 読み聞かせとお話の会 デコパージュ教室

休館日 (総合会館)
午後 1時一) (町立図書館午前1卵寺

(婦人講座)心、酉己ごとヰ目'ii1R(キ怠をγ会 30分一)
料理教室(婦人講座) 館午後 l時一) 5歳児健康診査

鱗
母子手帳交付及びーー般 (赤j念d行会官官)

健康相談・ リノ、ビ リ教 手編書信室(婦人講座)
室 (総合4持官)

西条一区・西条二区確定申告相談受付CP4・5参照)

20室 121百 22議 23奇 24 ~ 25場 26室

総合会館温泉定休日|図書館・温水プール|手話講習会

図書館まつり(町立|休館日 I (総合会館)

図書館午前10時-)I料理教室(婦人講座)

心配ごと相談(総合 11歳6ヵ月児健康診査|図書館休館日
会館午後 l時-) I (給合会館母子手帳交付及び

乳児整形外科検診・ |手編教室(婦人講座)I芯5EZ?
リハビ リ教室
(総合会館) | !テ、コパージユ教室

I (婦人講座)

清水新居 ・西条新田 ・押越 ・河東中島地区確定申告相談受惜 CP4・5参照)

役場閉庁

ー

内
官
一

ー
27百 128露

紙麗阿原・築鵬f居・飯膿
河西地区確定申告相談受旬
(P4・5親書)(3月4日まで)

~ 犬ぬ獄ν舗いはやめまνょ~
T [}P'吋‘ 動丘、野犬や犬の放し飼いによる苦情が多くなってL、ます。

可ヨ伝仰い そこ九!IIT--C"ま2月の 1ヵ月間を「犬の管理問問」として広報欄を行

i 'it-L<fo?('~Lð?| う昌三;235吉宗123T;;tニム酬には
ι司 JιーJ ζ二Jピ三

ー あやま って犬が放れることがないよう に十分注意してください。役場環境衛生課

みんなのスポーツ|図書館・温水プール

推進大会(総合会館 |休館目

午前 9時-)

地

区

西

条

土
河
東
二
区

一

上

河

東

~

河

西

↓

飯

喰

一

築

地

新

居

一

紙

漉

河

原

一

河

東

中

島

~

押

越

一

※収集日が祝日の場合は収集業務はい たしません

ので次回の収集日をご利用ください。

※必ず町指定の収集袋を使用してください。黒い

ビニール袋などでは出さないでください。

※収集袋、荷札には必ず住所、氏名を記入してく

ださい。荷札は粗大ゴミに使用してください。

※収集日の 当日午前8時30分 までに出してくださ

※可燃物、不燃物の分男11はしっかりおこな ってく

アごさし、。

広報しようわ平成6.2.1 ⑪ 


